
武蔵野の公園で見られる春の樹の花Ｎo.1 - ②
レンジャーミニ図鑑
武蔵野の都立公園では、レンジャーが
自然を守り、その素晴らしさを伝えています。

バラ科

●ソメイヨシノ（染井吉野）
●特徴：花が葉より先にさく
●花の大きさ：3～4cm
3～4月にうすいピンク色の花が
さきます。人が作ったサクラで、さきます。人が作ったサクラで、
自然にふえることはできません。
公園などにあるものは、全て人
が植えたものです。

し ぜん

バラ科

●ヤマザクラ（山桜）
●特徴：赤い葉と同時にさく
●花の大きさ：3～4cm
3～4月に白～うすいピンク色の
花がさきます。日本のサクラで、
太さが1m以上になる大きな木
もあり、昔から和歌に使われるもあり、昔から和歌に使われる
など愛されてきました。

バラ科

○オオシマザクラ（大島桜）
●特徴：緑の葉と同時にさく
●花の大きさ：3～4cm
3～4月に白色の花が3～4個集
まってさきます。他のサクラと
くらべると花が大きいです。葉
にもかおりがあり、さくらもちにもかおりがあり、さくらもち
をつつむのに使われます。

こ

バラ科

○ウワミズザクラ（上溝桜）
●特徴：花のじくに葉がつく
●花の大きさ：約6mm
4～5月に白い花がブラシのよう
な形に集まってさきます。日本
全国の日当たりのよい林で見ら
れます。夏に赤い実がなり、果れます。夏に赤い実がなり、果
実酒などに使われます。

か

バラ科

○イヌザクラ（犬桜）
●特徴:花のじくに葉がない
●花の大きさ:約６mm
５月にウワミズザクラとよくに
た花がさきます。他のサクラよ
りも木の皮が白っぽく見えます。りも木の皮が白っぽく見えます。
北海道より南にある日当たりの
よい林に多く生えています。

ほっかいどう

●キブシ（木五倍子）
●特徴：花はふさのように集まる
●花の大きさ：約6～7ｍｍ
3～4月にうすい黄色の花が下向
きにさきます。日本だけにある
木で、昔は実をそめ物に使いま
した。明るい林で見られます。した。明るい林で見られます。

ブナ科

●コナラ（小楢）
●特徴：若葉は銀色に見える
●花の大きさ：約3ｍｍ
4～5月に黄色っぽい花をさかせ
ます。雌花は葉の根元につき、
雄花はひものように集まります。雄花はひものように集まります。
武蔵野の林を代表する木で、公
園にも多いです。

わか
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お

む さし の

ブナ科

●クヌギ（椚・橡・櫟）
●特徴：若葉は黄色っぽく見える
●花の大きさ：約3ｍｍ
4～5月にコナラとよくにた花を
さかせます。葉に針のような細
いギザギザがあります。コナラ
と同じように、武蔵野を代表すと同じように、武蔵野を代表す
る木です。

わか

はり

む さし の

ブナ科キブシ科

●花の色ごとにならんでいます

花の香り
かお

春に咲き始めたたくさんの花。色や形だけ
でなく、香りも楽しむことができますね。
虫に花粉を運んでもらう花にとって、香り
は虫を集めるためにとても大切なもの。
ハチは良い香り、ハエはちょっと変わった香り
など、種類によって集まる香りも違っています。
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しゅるい かお ちが

一方、コナラやクヌギ、シデの仲間など、風で花粉を飛ばす
花は虫に来てもらう必要がありません。そのため、花は地味
で香りもないんです。
どんな方法で花粉を運んでもらうか。それによって、花の香
りも違っているんですね。
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マンサク科

●トサミズキ（土佐水木）
●特徴：おしべが赤色
●花の大きさ：約1cm
3～4月に7～8個の黄色い花が
下向きにさきます。自然では高下向きにさきます。自然では高
知県（昔の土佐）に生え、関東
では公園によく植えられていま
す。

こ

し ぜん

と さ

マンサク科

●ヒュウガミズキ
　　　　　　　　　（日向水木）
●特徴：おしべが黄色
●花の大きさ：約2cm
3～4月に黄色の花が2～3個集3～4月に黄色の花が2～3個集
まってさき、えだはドームがた
にのびます。関東では自然には
生えず、公園や庭のかき根とし
て植えられています。

こ

し ぜん

モクレン科

●レンギョウ（蓮翹）
●特徴：花はラッパがた
●花の大きさ：2～3cm
3～4月に黄色い花が、えだいっ3～4月に黄色い花が、えだいっ
ぱいにさきます。中国から入っ
て来た花で、色いろな場所で育
つじょうぶなの木ため、公園の
かき根によく使われます。

葉

バラ科

●ヤマブキ（山吹）
●特徴：葉は先が細くギザギザ
●花の大きさ：３～４cm
4～5月にこい黄色の花がさき
ます。えだはジグザグにのびて
ドームがたになり、葉はえだの
角につきます。公園のかき根と角につきます。公園のかき根と
してよく植えられています。

花

バラ科

●クサボケ（草木瓜）
●特徴：花びらが丸い
●花の大きさ：2～３cm
4～5月にオレンジ色の花がさき
ます。背が低く、みきは根元か
らよく分かれ、トゲがあります。らよく分かれ、トゲがあります。
明るい林に生えますが、公園に
もよく植えられています。

ひく

葉

ミズキ科

●アオキ（青木）
●特徴：葉はあつくツヤがある
●花の大きさ：約1cm
3～5月にえだの先に赤むらさき
色の花がさきます。直接日が当
たらない場所に生えるので、う
すぐらい林の下でもよく育ち、すぐらい林の下でもよく育ち、
病気にもなりにくい木です。

ちょくせつ

せ

スイカズラ科

●ウグイスカグラ（鶯神楽）
●特徴：花はラッパがた
●花の大きさ：1～2cm
3～5月にうすいピンク色の花が
少し下を向いてさきます。葉は
じくが短く、２枚が向かい合っ
てつきます。日当たりのよい林てつきます。日当たりのよい林
などで見られます。

葉

カエデ科

●イロハモミジ
　　　　　　　　（伊呂波紅葉）
●特徴：葉は手のひらの形
●花の大きさ：約6ｍｍ
4～5月にくらい赤色の花が、え4～5月にくらい赤色の花が、え
だの先に10～20個集まってさき
ます。公園では道のそばなどに
植えられます。秋には葉が美し
い赤色になります。

こ

モクレン科

●モクレン（木蓮）
●特徴：大きな花が上向きにつく
●花の大きさ：約10cm
3～5月にむらさき色の花が、葉
より先にさきます。花は半分く
らいひらき、よい香りがします。らいひらき、よい香りがします。
公園や道路のそばによく植えら
れています。

花

マメ科

●フジ（藤）
●特徴：花は大きなふさになる
●花の大きさ：1～2cm
4～5月にうすむらさき色の花が4～5月にうすむらさき色の花が
さきます。つる植物で、他の木
に巻きつきながら大きくなりま
す。公園では藤棚で育てられる
ことが多いです。
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